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人　口 20,822 人 [719] (ー52 [ー  7])
　男 10,453 人 [298] (ー34 [ー  3])
　女 10,369 人 [421] (ー18 [ー  4])
世帯数 9,246 戸 [336] (ー  2 [+  2])

まちの動き 4月1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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表 紙
押原小学校入学式



令和 4 年度の一般会計の歳入は、全体の約 56％を町税（町民
税・固定資産税等）が占めており、昨年度に比べて 7％の増
収見込みとなっています。
　本年度は、譲与税及び交付金、国県支出金や寄附金が増額
となったことにより、財政調整基金の取崩し（繰入金）が大
幅に減額となりました。しかしながら、基金の取崩しや借入
が必要な厳しい財政状況であることには変わりなく、今後も
適切な財源確保に努めてまいります。

　令和 4 年度の一般会計の歳出は、社会福祉施策に要する経
常経費である民生費が約４割を占め、次いで人件費と選挙費
を含む総務費、押原中学校増築事業を含む教育費が多くを占
めています。また、人口増加に伴う負担金増により、消防費
が増加しています。

年 度
科 目

令和4年度 令和3年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額 構成比
（%）

民 生 費 33億3590万円 39.3 32億297万8千円 38.9   4.1

総 務 費 12億9409万3千円 15.3   11億1881万1千円 13.6 15.7

教 育 費 11億7492万3千円 13.9 12億465万7千円 14.6 △ 2.5

土 木 費 9億1403万6千円 10.8    9億4005万8千円 11.4 △ 2.8

衛 生 費 7億2036万9千円 8.5   7億4422万1千円 9.0 △ 3.2

公 債 費 5億3722万9千円 6.3   5億4146万9千円 6.6 △ 0.8

消 防 費 3億2384万5千円 3.8   2億9358万7千円 3.6    10.3

議 会 費 8489万1千円 1.0 8550万9千円 1.0   △ 0.7

農林水産業費 5613万9千円 0.7   5768万8千円 0.7 △ 2.7

そ の 他 4132万4千円 0.5 4402万2千円 0.5 △ 6.1

合　計 84億8274万9千円 100.0 82億3300万円 100.0 3.0

年 度
科 目

令和4年度 令和3年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額 構成比
（%）

町 税 47億4444万5千円 55.9 44億3354万2千円 53.9   7.0

町 民 税 19億9095万5千円 23.5   17億7561万円 21.6   12.1

固定資産税 24億2700万円 28.6 23億7304万4千円 28.8   2.3

そ の 他 3億2649万円 3.8 2億8488万8千円 3.5 14.6

国庫支出金 13億7525万3千円 16.2 12億2800万4千円 14.9   12.0

譲与税及び交付金 7億9006万9千円 9.3 7億140万1千円 8.5   12.6

県 支 出 金 7億7475万6千円 9.1 6億8596万3千円 8.3   12.9

繰 入 金 3億4316万7千円 4.0   8億2801万5千円 10.1   △ 58.6

そ の 他 2億7481万9千円 3.2   1億7096万2千円 2.1 60.7

分担金及び負担金 1億1954万円 1.4   1億1761万3千円 1.4   1.6

町 債 6070万円 0.7 6750万円 0.8   △ 10.1

合　計 84億8274万9千円 100.0 82億3300万円 100.0 3.0
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（0.7%）

分担金及び負担金
1億1954万円
（1.4%）

町民税
19億9095万5千円
（23.5%）

固定資産税
24億2700万円
（28.6%）

その他
3億2649万円
（3.8%）

歳入

84億
8274万9千円

民生費
33億3590万円
（39.3%）
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　町の予算は、一般会計と特別会
計から成り立っています。
　一般会計は、行政運営の基本的
な経費を計上し、町の予算の約
67％を占めています。84億8275万円

一般会計予算

前年度比（３％増）

令和4年度

◆地方債	
　地方公共団体が主に公共施設の整備
などの建設事業を行うために必要な資
金を、国や金融機関などの外部から調
達する借入金のことです。	

◆基金	
　特定の目的のために、財産を維持し、
資金を積み立て、または定額の資金を
運用するために設けられる資金または
財産をいいます。「町の貯金（貯蓄）」
のことです。	

【財政調整基金】	
　年度間の財源の不均衡を調整するた
めの基金で、長期的視野に立った計画
的な財政運営を行うために、財源に余
裕のある年度に積立てを行い、財源不
足が生じる年度に活用するための基金
です。	
【特定目的基金】	
　特定の目的のために財産を維持し資
金を積み立てるために設置する基金で
す。学校建設事業に充当する校舎建設
基金、公共施設の設備事業等に充当す
る公共施設整備等事業基金、都市計画
街路建設基金などがあります。

用語解説

当初予算が
決まりました

　３月に開かれた昭和町議会第１回
定例会において、令和４年度の一般会
計・特別会計の当初予算が可決され
ました。
　令和4年度当初予算は、継続的に増
加する社会保障関連の経常経費を適
切に確保しつつ、生徒数増加に伴う押
原中学校増築事業、昭和玉穂中央通り
線及び町道124号線道路整備事業な
ど、町民の快適な住環境や教育環境の
さらなる充実ための臨時経費を盛り
込む予算編成といたしました。

　新型コロナウイルス感染症の影響に
より厳しい財政状況が見込まれます
が、事業の成果や施策の優先度を精査
し、将来世代に責任を果たす持続可能
な財政運営に努め、快適で住み心地の
よいまちづくりを推進していきます。
　令和4年度の一般会計は84億8275
万円となり、昨年に続き過去最高の
当初予算額となりました。特別会計は
41億4179万円となり、総額で126億
2454万円の予算規模となります。

※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。 ※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。
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  主な事主な事業業ととお金の使い道お金の使い道  

特 別 会 計 令和4年度
当初予算額

令和3年度
当初予算額 増減率（％）

国民健康保険特別会計 18億6569万7千円 18億1029万円 3.1

後期高齢者医療特別会計 2億1662万円 1億7348万7千円 24.9

介 護 保 険 特 別 会 計 10億1783万円 10億1660万9千円 0.1

介護サービス特別会計 3122万6千円 3057万3千円 2.1

下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億962万2千円 11億3220万3千円 △ 10.8

渇水対策事業特別会計 80万円 359万7千円 △ 77.8

合 計 41億4179万5千円 41億6675万9千円 △ 0.6

会 計 区 分 令和4年度
当初予算額

令和3年度
当初予算額 増減率（％）

一 般 会 計 84億8274万9千円 82億3300万円 3.0

特 別 会 計 41億4179万5千円 41億6675万9千円 △ 0.6

合 計 126億2454万4千円 123億9975万9千円 1.8

特別会計予算

 ４１億
 4179万円

当初予算総額

 126億
  2454万円

－前年度比
　　0.6％減－

－前年度比   
　　1.8％増－

特別会計は、一般の歳入歳出予算と区別して
整理する必要がある場合や、特定の事業を行
う場合に設置される会計です。昭和町では、
国民健康保険や下水道など６つの特別会計が
あり、それぞれの予算額は、次のとおりです。

令和４年度当初予算は、前年度比2億 2479
万円（1.8％）増の 126 億 2454 万円です。
一般会計は、前年度比２億4975万円（3.0％）
増、特別会計は前年度比2496万円（0.6％）
減となります。

　私たちのまわりで、どのようなことにどれくらいのお金が使われているのでしょうか。ここに主な
事業とお金の使い道を「昭和町第 6次総合計画」の基本方針である 6つのテーマごとに掲載しました。
　今年度の主要事業として、新型コロナワクチン接種事業、押原中学校増築事業、昭和玉穂中央通り
線及び町道 124号線道路整備事業などがあります。
　全体としては、将来にわたって成長し続ける町であるために、社会保障の充実、次世代の教育環境
整備、快適な住環境の整備に重点を置いた事業内容となっております。

支えあう健やかな   
まちづくり

健やかな暮らしを支える保健・
医療の充実	 	
○子育て支援医療費助成　　　 1億1,600万円　
　（令和４年10月より高校3年生まで拡大）	
○養育医療費助成	 100	万円
○重度心身障害者等医療費助成	 5,450	万円
○ひとり親家庭医療費助成	 1,700	万円
○妊産婦・新生児乳幼児健診委託　	2,872万円
○妊婦健康診査助成事業	 184	万円
○不妊治療費助成事業	　　　　　　　450万円
○総合健診・人間ドック・予防接種委託事業
　（新型コロナワクチン含む）　　　	  2億8万円

次代を担う子育ての支援
○児童手当　　　　　　　　　 3億8,544万円
○児童措置・児童支援事業補助	13億4,492万円
○児童館・児童センター運営費	 2,029	万円
○次世代育成支援対策費	 440	万円

○子ども家庭総合支援費	（新規）　　　840万円

いきいきとした福祉社会の形成
○高齢者給付金	 607	万円
○高齢者の自立支援事業費	 826	万円
○障害者地域生活支援事業	　　　　 1,873万円
○地域活動支援センター事業	 696	万円
○障害児者補装具給付	 500	万円
○自立支援給付費	　　　　　　  4億5,493万円
○社会福祉・地域福祉事業	　　　　4,520万円
○後期高齢者医療給付費負担金	1億2,972	万円
○介護支援事業費	 1,673	万円

安定した暮らしの確保
○保養施設助成事業	 222	万円
○ひとり親家庭福祉の充実	 306	万円
○国民健康保険特別会計への繰出金	1億2,598	万円
○後期高齢者医療特別会計への繰出金	 3,478	万円
○介護保険特別会計への繰出金	　  1億3,731万円
○介護サービス特別会計への繰出金	　  2,948万円

令和3年度
当初予算額

一般会計
82億3300万円

123億9975万9千円
特別会計

41億6675万9千円

令和4年度
当初予算額

一般会計
84億8274万9千円

126億2454万4千円
特別会計

41億4179万5千円

にぎわいと活力のある
まちづくり

活力ある商工業の振興充実
○町商工会育成事業等補助	 1,300	万円
○商工会一般事業推進費	 36	万円
○町煙草小売組合助成金	 40	万円
○地域産業人材育成指導事業	 50	万円
○商業活性化人材育成事業	 100	万円
○小規模事業者等事業資金利子補給	 780	万円
○小規模事業者持続的発展支援事業　200万円

持続する都市近郊型農業の展開
○農道等・用水路整備関係	 610	万円
○農地中間管理機構借受農地整備事業	150	万円
○遊休農地等利用促進助成事業	 28	万円
○農業振興地域農地保全助成金	 432	万円
○ブランド米試作補助	 55	万円

可能性を高める雇用・起業の支援
○峡中広域シルバー人材センター負担金	 251	万円
○働く婦人の家運営費	 23	万円
○創業者支援利子補給	 20	万円
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快適で住み心地のよい
まちづくり

計画的な土地利用と美しい街並み
づくり
○公園樹木管理委託	 3,271	万円
○緑化を推進する生け垣作り補助	 75	万円
○町道植樹・緑地帯等管理委託　　	1,723万円
○花の植栽業務委託	 223	万円
○雑草処理委託	 254	万円

環境保全対策の充実
○一般家庭から出るごみや粗大ごみ等の収集
　処理委託関係	 8,263	万円
○ごみ減量化商品購入補助	 43	万円
○ごみ収集袋・リサイクルカレンダー作成	 241	万円
○ごみ・し尿処理等中巨摩広域事務組合への
　負担金	　　　　　　　　 　　1億7,017万円
○太陽光発電システム設置費補助	 206	万円
○環境保全推進対策事業	 35	万円
○地下水・河川の水質検査関係	 118	万円
○動物管理事業	 273	万円
○下水道事業特別会計への繰出金	　　 4億31万円

利便性の高い道路・交通体系の確立
○道路改良事業	　　　　　　　　　1,610万円
○昭和玉穂中央通り線道路整備事業9,680	万円
○町道124号線道路改良事業　　　	8,415万円
○道路新設・補修関係	 7,609	万円
○橋りょう維持関係	 1,251	万円
○赤字路線バス補助等	 350	万円

参画と交流の
まちづくり

住民主役のまちづくりの推進
○無料法律相談	 26	万円
○議会広報・広報しょうわ作成	 1,200	万円
○男女共同参画関係	 334	万円
○地域力活性化交付金	                  2,998万円

ふれあいのある地域づくりの推進
○国際交流を進める会補助金	 14	万円
○町制施行５０周年記念事業　　　　	449万円
○「ふれあい祭り」等を主催するふるさとづくり	
　推進委員会補助金	 2,000	万円

自律的で活力ある行政の確立
○情報化推進費	 8,979	万円
○各種職員研修負担金	 15	万円
○押原公園指定管理委託　　　　　	2,205万円

災害に強いまちづくりの推進
○河川の改良・改修関係	 1,732	万円
○避難所防災備蓄	 261	万円
○消火栓設置・維持管理	 490	万円
○自主防災会施設等整備費補助金	 150	万円
○防災士資格取得促進助成	 10	万円
○想定浸水深表示設置	 73	万円
○木造住宅耐震シェルター設置補助金	 24	万円
○木造住宅耐震化事業補助金	 120	万円
○アスベスト飛散防止対策事業補助金	425	万円
○緊急輸送道路閉塞建築物耐震改修事業補助金	
	 611	万円
○ブロック塀等撤去改修改善補助金	 300	万円
○木造住宅耐震化ブロック塀等改修補助金	 	
	 90	万円

健全な社会環境の維持
○消費者行政活性化事業	 27	万円

安心して暮らせる
まちづくり

安全な暮らしの確保
○交通安全対策工事関係	 350	万円
○各区防犯灯設置等補助金	 110	万円
○安全・安心のまちづくり関係経費	 6	万円
○常備消防（甲府地区広域行政事務組合）負担金	
	　　　　　　　　　　 　　　　2億8,147万円
○消防団員自動車運転資格取得費補助金	9	万円
○非常備消防経費	 2,920	万円
○救急医療センター運営・小児救急医療推進事業
　費等負担金	 1,035	万円
○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）借上	 87	万円

豊かな心と文化を育む
まちづくり

生涯学習社会の創造
○文化協会運営補助	 176	万円
○公民館活動各種講座	 234	万円
○図書館図書資料等購入費	 673	万円

地域の文化とスポーツの振興
○ホタル愛護活動	 6	万円
○文化財保護費	 1,290	万円
○町スポーツ協会補助金	 400	万円
○みんなのスポーツ推進協議会補助	 90	万円
○温水プール運営費	　　　　　　　7,018万円
○総合体育館運営費	 1,755	万円

子どもたちへの教育の充実
○防犯対策事業	 24	万円
○小中学校町単補助教員雇用（臨時職員）	1,918	万円

○小中学校補助教員雇用（特別支援）	7,065	万円
○小中学校英語指導（外国人講師）	 2,177	万円
○学校給食費助成金	　　　　　　　　473万円
○ICT環境整備事業	　　　　　 　　3,558万円
○校舎改修・増築事業
　（押原中学校増築工事他）	　　 1億6,482万円
○青少年対策関係	 377	万円
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【
課
　
長
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

望
月　

知
巳
（
下
水
道
課
）

　

生
涯
学
習
課

　
　

佐
久
間
紀
彦
（
建
設
課
）

【
係
　
長
】

　

下
水
道
課　

工
務
係

　
　

伊
藤　

雅
徳
（
下
水
道
課
）

　

環
境
経
済
課　

農
政
振
興
係

　
　

坂
田　

裕
基
（
企
画
財
政
課
）

建
設
課　

管
理
係

　
　

上
田　

翔
太
（
環
境
経
済
課
）

【
課
　
長
】

　

総
務
課
長

　
　

伊
藤　

直
樹
（
町
民
窓
口
課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

山
本　
　

靖
（
生
涯
学
習
課
）

【
係
　
長
】

　

企
画
財
政
課　

行
政
係

　
　

山
田　
　

学
（
環
境
経
済
課
）

企
画
財
政
課　

危
機
管
理
係

　
　

三
井　

猛
樹
（
子
育
て
支
援
課
）

税
務
課　

住
民
税
係

　
　

河
田　

浩
和
（
下
水
道
課
）

　

下
水
道
課　

管
理
係

　
　

山
本
い
く
子
（
税
務
課
）

　

子
育
て
支
援
課

　
　

花
形　

政
樹
（
企
画
財
政
課
）

　

介
護
認
定
審
査
会
派
遣

　
　

伊
藤　
　

潤
（
企
画
財
政
課
）

【
副
主
幹
】

　

生
涯
学
習
課　
町
立
図
書
館
長

　
　

飯
室
美
恵
子
（
町
民
窓
口
課
）

【
副
主
査
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

丹
澤　

大
樹
（
福
祉
介
護
課
）

【
主
　
任
】

　

総
務
課

　
　

米
倉　

武
志
（

）

　

総
務
課

　
　

藤
原　

麻
衣
（
生
涯
学
習
課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

塩
田　

将
大
（
総
務
課
）

　

収
納
課

　
　

小
澤　

友
陽
（
福
祉
介
護
課
）

　

環
境
経
済
課

　
　

志
村　
　

優
（
収
納
課
）

　

福
祉
介
護
課

　
　

信
田　

尚
美
（
学
校
教
育
課
）

　

学
校
教
育
課

　
　

石
川　

晶
子
（
総
務
課
）

【
主
　
事
】

　

税
務
課

　
　

深
澤　

秀
友
（
生
涯
学
習
課
）

　

下
水
道
課

　
　

秋
山　

勇
貴
（
税
務
課
）

　

福
祉
介
護
課

　
　

角
野　

翔
一
（
税
務
課
）

　

生
涯
学
習
課

　
　

長
田　

郁
子
（
町
民
窓
口
課
）

【
一
般
行
政
職
　
主
事
補
】

　

町
民
窓
口
課　

渡
邉
日
菜
子

　

税
務
課　
　
　

泉　
　

綾
太

　

生
涯
学
習
課　

俵　
　

有
輝

【
図
書
館
司
書
】

　

町
立
図
書
館　

齊
藤　

千
遥

総
務
課
長　

秋
山　
　

隆

企
画
財
政
課
長　

永
井　

敏
男

生
涯
学
習
課　

秋
山　

洋
子

　

総
務
課　
　
　

秋
山　
　

隆

　

総
務
課　
　
　

藤
原
あ
す
か

町
職
員
の
人
事
異
動

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
職
員
配
置
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

役
場
へ
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
等
、
お
気
軽
に
職
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
清
水
新
居
】

区

長　

中
山　

恵
子
＊

区
長
代
理　

笹
本　

和
宏
＊

　

笹
本　

孝
明
＊

　

有
賀　

清
仁
＊

土
木
委
員　

村
瀬　

信
成
＊

環
境
保
健
委
員　

上
野　

哲
嗣
＊

【
西
条
新
田
】

区

長　

若
林　

伸
彦

区
長
代
理　

井
上　

久
仁

土
木
委
員　

寺
井　
　

忍

環
境
保
健
委
員　

鈴
木　

龍
三

【
押
　
　
越
】

◎
区

長　

田
中　

邦
彦

区
長
代
理　

佐
野　

和
人

　

海
野　
　

司

　

深
澤　

竜
人

土
木
委
員　

川
口　

博
久

環
境
保
健
委
員　

横
山　
　

強

【
河
東
中
島
】

区

長　

神
宮
寺
良
吉

区
長
代
理　

志
村　
　

隆

　

飯
野　

有
二

土
木
委
員　

石
原　

敬
彦

環
境
保
健
委
員　

戸
倉　

和
彦

【
紙
漉
阿
原
】

区

長　

吉
岡　

正
人

区
長
代
理　

河
田　

幹
雄

　

長
田　

美
彦

　

石
井　

喜
雄

土
木
委
員

佐
野　
　

修

環
境
保
健
委
員　

伊
藤　

靖
仁

【
築
地
新
居
】

区

長　

河
田　
　

正
＊

区
長
代
理　

内
藤　

芳
男
＊

　

松
岡　
　

潤
＊

土
木
委
員　

清
水　
　

悟
＊

環
境
保
健
委
員　

近
藤　

秀
次
＊

【
飯
　
　
喰
】

区

長　

佐
野　

勝
彦
＊

区
長
代
理　

今
澤　

幸
広
＊

　

牧
野　

政
秀
＊

土
木
委
員　

小
澤　
　

博
＊

環
境
保
健
委
員　

今
澤　

一
也
＊

【
河
　
　
西
】

区

長　

薬
袋　

隆
司

区
長
代
理

高
橋　

豊
彦

　

市
川　

千
寿

　

高
石　
　

積

　

油
川　

竜
也

土
木
委
員　

石
原　

輝
彦

環
境
保
健
委
員

石
原　
　

保

【
上  

河  

東
】

〇
区

長

保
坂　

孝
雄

区
長
代
理　

細
田　

浩
司

　

保
坂　

和
広

土
木
委
員　

塚
原　

将
文

環
境
保
健
委
員　

堀
内　

芳
雄

【
上
河
東
二
区
】

区

長　

河
西　

芳
彦

区
長
代
理　

小
林　

博
之

　

廣
瀬
は
る
み

土
木
委
員　

萩
原　

純
一

環
境
保
健
委
員　

保
坂　

良
宜

【
西
条
一
区
】

区

長　

野
澤　

初
彦
＊

区
長
代
理　

秋
山　

一
夫
＊

　

　
　

三
井　

浩
樹
＊

　

　
　

小
沢　

和
典
＊

土
木
委
員　

石
川　

公
彦
＊

環
境
保
健
委
員　

保
坂　

繁
樹
＊

【
西
条
二
区
】

〇
区

長　

深
沢　

邦
夫

区
長
代
理　

丹
澤　

秀
人

　

　
　

古
谷
健
一
郎

　

　
　

岩
上　

哲
一

　

深
澤　

俊
一

土
木
委
員

一
之
瀬
憲
彦

環
境
保
健
委
員　

上
田　
　

浩

　

令
和
４
年
度
の
地
区
役
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
地
区
役
員
は
、
地
区

の
皆
さ
ん
の
互
選
や
推
薦
な
ど
で

選
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
区
の

行
事
の
主
催
、
自
主
防
災
組
織
の

運
営
、
区
か
ら
町
へ
の
要
望
な
ど
、

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
区
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
地
区
の
様
々
な
役
職
の
う

ち
、
町
か
ら
委
嘱
の
あ
る
４
役
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
町
民
の
立
場
で
町
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
つ
な
い
で
い

た
だ
く
地
区
役
員
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
12
地
区
の
役
員
紹
介

敬
称
略　
◎
印　
区
長
会
長　

○
印　
副
会
長　
　

＊
印　
新
役
員　
　

４
月
１
日
か
ら
町
内
各
学
校
に

着
任
し
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
・（　
）
内
は
前
任
校
な
ど

着
任
先
生
紹
介

【
押
原
小
学
校
】

　
校　
長　
深
澤　
秀
興
（
常
永
小
）

　
教　
頭　
田
邉　
珠
紀
（
東
雲
小
）

　
教　
諭　
望
月　
正
子
（
常
永
小
）

　
　
　
　
　
鷹
野　
園
枝
（
西
条
小
）

　
　
　
　
　
杉
山
ひ
と
み
（
竜
王
小
）

　
　
　
　
　
土
屋　
晃
喜
（
忍
野
小
）

　
　
　
　
　
小
笠
原
莉
玖
（
一
宮
北
小
）

　
　
　
　
　
高
野　
浩
介
（
山
梨
小
）

　
　
　
　
　
小
田
切
凌
真

【
常
永
小
学
校
】

　
校　
長　
梶
本　
　
宏
（
初
狩
小
）

主
幹
教
諭　
佐
野　
誠
治
（
西
条
小
）

　
教　
諭　
守
木　
　
貴
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
里
見　
榛
香
（
六

郷

小
）

　
　
　
　
　
笹
本　
有
希
（
芦

川
小
）

　
　
　
　
　
森
田　
素
笑
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
鈴
木　
大
樹
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
櫻
井　
亮
河
（
新
採
用
）

養
護
教
諭　
小
林　
　
結
（
新
採
用
）

　
事　
務　
飯
島　
琴
乃
（
新
採
用
）

教
育
指
導
員　
森
澤　
り
え
（
西
条
小
）

　
　
　
　
　
吉
田　
一
恵
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
池
間　
佑
子
（
新
採
用
）

図
書
館
司
書　
茅
野　
文
恵
（
押

原

小
）

　
用
務
員　
長
田　
松
雄
（
西
条
小
）

昇
　
　
任

配
置
換
え

山
梨
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
派
遣

採

用

退

職

再
任
用

河西・河東中島・西条新田・築地新居・飯喰河西・河東中島・西条新田・築地新居・飯喰
清水新居・上河東二区・上河東・押越・西条二区・紙漉阿原・西条一区清水新居・上河東二区・上河東・押越・西条二区・紙漉阿原・西条一区

児
童
家
庭
係
兼

　

児
童
館
統
括
係

よろしくよろしく
お願いしますお願いします！！

•
４
月
１
日
付
発
令

　
た
だ
し
退
任
・
退
職
者
は
３
月
31
日
付

•
（　
）
内
は
旧
任

•
昇
任
は
係
長
以
上
の
職
級
で
配
置
換
え
の

あ
っ
た
者
の
み
掲
載

【
押
原
中
学
校
】

　
教　
頭　
大
石　
浩
雄
（
竜
王
西
小
）

　
教　
諭　
鷹
野　
英
仁
（
双
葉
中
）

　
　
　
　
　
中
田　
隆
一
（
若
草
中
）

　
　
　
　
　
渡
辺　
紫
織
（
西
桂
中
）

　
　
　
　
　
滝
野　
　
蓮
（
河
口
湖
南
中
）

　
　
　
　
　
小
島　
　
園
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
渡
邊　
舜
也
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
大
橋　
和
弥

　
事　
務　
佐
々
木　
猛
（
田

富

中
）

　
　
　
　
　
秋
本　
啓
子

教
育
指
導
員　
石
井　
美
保
（
常
永
小
）

　
　
　
　
　
天
野
み
ど
り
（
西
条
小
）

【
西
条
小
学
校
】

　
校　
長　
本
田　
　
司
（
上
野
原
西
小
）

　
教　
諭　
高
井　
え
み
（
竜
王
南
小
）

　
　
　
　
　
篠
原　
初
美
（
八
代
小
）

　
　
　
　
　
金
子　
由
佳
（
東
雲
小
）

　
　
　
　
　
佐
々
木
健
二
（
道
志
小
）

　
　
　
　
　
迎　
　
亮
太
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
村
田　
芳
毅
（
新
採
用
）

　
　
　
　
　
古
屋　
実
侑

町
単
教
員　
中
澤　
敏
也
（
押
原
中
）

　
　
　
　
　
小
林　
貴
子
（
常
永
小
）

　
事　
務　
清
水　
　
武
（
上
条
中
）

図
書
館
司
書　
深
沢　
公
子
（
常
永
小
）

令和 4 年 度 区 長 の 皆 さ ま令 和 4 年 度 区 長 の 皆 さ ま令 和 4 年 度 区 長 の 皆 さ ま
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耐
震
診
断
は
、
安
心
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
町
が
委
託
し
た
建
築
士
が
調
査
を
行
い
、
地
震
に
対
す
る

強
度
を
診
断
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、「
耐
震
性
な
し
（
総
合
評
点
1
.
0
未
満
）」
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
耐

震
診
断
結
果
内
容
や
補
強
計
画
の
方
法
の
説
明
等
を
行
い
ま
す
。
診
断
費
用
等
を
町
が
負
担
す
る
た
め
、
個

人
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
対
象
住
宅
〉

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木
造
住
宅

　
　

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
在
来
軸
組
工
法
の
個
人
住
宅

　
　

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
所
有
及
び
居
住
し
て
い
る
個
人
住
宅

　
　

・
階
数
は
２
階
建
て
以
下
の
個
人
住
宅

〈
耐
震
診
断
の
申
込
み
方
法
〉

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
都
市
整
備
課
へ
提
出
（
申
込
書
は
都
市
整
備
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
配
布
）

〈
費
用
〉　
無
料
（
診
断
費
用
等
を
町
が
負
担
）

　

近
年
、国
内
で
も
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、最
近
で
は
、大
阪
府
北
部
地
震
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
、
日
本
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
地
震
に
よ
り
、
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
大
地
震
の
際
に
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
新
耐
震
基
準

以
前（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
）に
建
築
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅
に
つ
い
て
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
。
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、地
震
に
対
す
る
備
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
耐
震
性
な
し
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
化

の
た
め
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
〈
対
象
と
な
る
工
事
〉

　
　

耐
震
診
断
に
よ
る
総
合
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
1.0
以
上
に

　
　

な
る
よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事

　
〈
補
助
額
〉

　
　

工
事
費
の
５
分
の
４
（
限
度
額
1
0
0
万
円
）

　
　
〔
低
コ
ス
ト
工
法
※
に
よ
る
耐
震
改
修
工
事
の
場
合
〕　

　
　

町
か
ら
の
補
助
金
に
加
え
、
県
か
ら
20
万
円
補
助
金
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
※
低
コ
ス
ト
工
法
と
は
、
既
存
の
壁
や
床
、
天
井
の
撤
去
部
分
を
最
小
限
に
抑
え
て
補
強
す
る
工
法

　
　
　
の
こ
と
で
、
工
事
費
を
低
く
抑
え
、
工
期
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
補
助
事
業

　
〈
対
象
と
な
る
工
事
〉

　
　

耐
震
診
断
に
よ
る
総
合
評
点
が
0.7
未
満
と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
耐
震
シ
ェ

　
　

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
工
事

　
〈
補
助
額
〉

　
　

工
事
費
の
３
分
の
２
（
限
度
額
24
万
円
）

　
　

補
助
事
業
の
条
件
等
を
確
認
す
る
た
め
、
事
前
に
都
市
整
備
課
ま
で
ご
相
談
く

　
　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
整
備
課　
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
３
）

■
木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業
費
補
助
事
業

家
族
や
財
産
を
守
る
た
め

　
耐
震
診
断
・
改

耐
震
診
断
・
改
修修
をを

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か
！

し
ま
せ
ん
か
！

■
木
造
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

団
長
と
し
て

団
長
と
し
て
1313
年
に
わ
た

年
に
わ
た

り
消
防
団
を
率
い
て
き
た

り
消
防
団
を
率
い
て
き
た

今
村
前
団
長
。
そ
の
思
い

今
村
前
団
長
。
そ
の
思
い

は
遠
藤
新
団
長
へ
と
引
き

は
遠
藤
新
団
長
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

継
が
れ
ま
し
た
。

昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式

新

入

団

員

退
団
者
を
代
表
し
て
前
団
長
の
今
村 

力

さ
ん
が
挨
拶
し
、
34
年
と
い
う
長
き
に

わ
た
る
消
防
団
活
動
へ
の
熱
い
思
い
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第第
１１
部部　　

深深ふ
か
さ
わ

ふ
か
さ
わ澤澤　　

秀秀ひ
で
と

ひ
で
と友友
（（
西
条
一
区

西
条
一
区
））

第
２
部　

第
２
部　

上上う
え
す
ぎ

う
え
す
ぎ杉杉　　

卓卓た
く
や

た
く
や矢矢
（（
西
条
二
区

西
条
二
区
））

第
５
部　

第
５
部　

小小こ
い
ず
み

こ
い
ず
み泉泉　　

郁郁ふ
み
や

ふ
み
や弥弥
（（
押

越

押

越
））

第
６
部　

第
６
部　

飯飯い
い
の

い
い
の野野　　

友友ゆ
う
き

ゆ
う
き紀紀

（（
河
東
中
島

河
東
中
島
））

第第
７７
部　部　

辻辻つ
じ
の

つ
じ
の野野　
　
　
　

廉廉れ
ん
れ
ん

（（
紙
漉
阿
原

紙
漉
阿
原
））

第第
８８
部　部　

武武た
け
う
ち

た
け
う
ち内内　

　
　
　

諒諒り
ょ
う

り
ょ
う（（
築
地
新
居

築
地
新
居
））

第
９
第
９
部　部　

堀堀ほ
り
う
ち

ほ
り
う
ち内内　　

成成ま
さ
と
し

ま
さ
と
し寿寿
（（
飯

喰

飯

喰
））

第第
1010
部　部　

薬薬み
な
い

み
な
い袋袋　　

雄雄ゆ
う
た

ゆ
う
た大大
（（
河

西

河

西
））

第第
1111
部　部　

保保ほ
さ
か

ほ
さ
か坂坂　　

広広ひ
ろ
き

ひ
ろ
き樹樹
（（
上
河
東

上
河
東
））

退

団

者

前
団
長

前
団
長

　　

今今い
ま
む
ら

い
ま
む
ら村村　

　
　
　

力力ち
か
ら

ち
か
ら（（

3434
年
・
年
・
河

西

河

西
））

元
第
２

元
第
２
部
部
長

部
部
長

　　

秋秋あ
き
や
ま

あ
き
や
ま山山　　

貴貴た
か
の
ぶ

た
か
の
ぶ伸伸

（（
1616
年
・
年
・
西
条
二
区

西
条
二
区
））

元
第
２
部
部
長

元
第
２
部
部
長

　　

中中な
か
ざ
わ

な
か
ざ
わ澤澤　　

公公こ
う
い
ち

こ
う
い
ち一一

（（
1313
年
・
年
・
西
条
二
区

西
条
二
区
））

前
第
前
第
1010
部
部
長

部
部
長

　　

小小お
や
ま

お
や
ま山山　　

良良り
ょ
う
す
け

り
ょ
う
す
け介介（（

1313
年
・
年
・
河

西

河

西
））

前
第
６
部
部
長

前
第
６
部
部
長

　　

青青あ
お
や
ぎ

あ
お
や
ぎ柳柳　　

健健け
ん
い
ち

け
ん
い
ち一一
（（
1212
年
・
年
・
河
東
中
島

河
東
中
島
））

前
第
前
第
８８
部
部
長

部
部
長

　　

堀堀ほ
り
い

ほ
り
い井井　

　
　
　

勲勲い
さ
お

い
さ
お（（

９９
年
・
年
・
築
地
新
居

築
地
新
居
））

前
第
９
部
班
長

前
第
９
部
班
長

　　

渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺　　

雅雅ま
さ
と

ま
さ
と人人
（（
８８
年
・
年
・
飯

喰

飯

喰
））

前
第
前
第
1111
部
部
長

部
部
長

　　

杉杉す
ぎ
も
と

す
ぎ
も
と本本　
　
　
　

修修お
さ
む

お
さ
む（（
８８
年
・
年
・
上
河
東

上
河
東
））

前
第
６
部
乙
要
員

前
第
６
部
乙
要
員

　　

塩塩し
お
じ
ま

し
お
じ
ま島島　　

真真し
ん
ご

し
ん
ご吾吾
（（
５５
年
・
年
・
河
東
中
島

河
東
中
島
））

敬
称
略

階
級
・
団
歴
順
、（　
）内
は
団
歴
及
び
地
区

　

４
月
１
日
（
金
）、
令
和
４
年
度
昭
和

　

４
月
１
日
（
金
）、
令
和
４
年
度
昭
和

町
消
防
団
入
退
団
式
が
昭
和
町
総
合
体

町
消
防
団
入
退
団
式
が
昭
和
町
総
合
体

育
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
へ

育
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
へ

の
安
全
面
を
考
慮
し
、
規
模
を
縮
小
し

の
安
全
面
を
考
慮
し
、
規
模
を
縮
小
し

た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記
念
品
が
贈

さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消
防
団
の

ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消
防
団
の

担
い
手
と
な
っ
た
新
入
団
員
が
、
今
年

担
い
手
と
な
っ
た
新
入
団
員
が
、
今
年

も
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

も
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
昭
和
町
民

　

地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
昭
和
町
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防
団

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防
団

員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

消
防
団
で
は
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を

消
防
団
で
は
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、
消
防
団
に

募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、
消
防
団
に

関
す
る
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企

関
す
る
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企

画
財
政
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

画
財
政
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ　　

企
画
財
政
課　

行
政
係

企
画
財
政
課　

行
政
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

敬
称
略　
　
所
属
順
、（　
）
内
は
地
区
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町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
及
び
改
修
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
及
び
改

善
に
関
す
る
補
助
制
度
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
自
宅
の
敷
地
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
倒
壊
の
危
険
を
伴
う
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
及
び
改

修
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
及
び

　
　
　
改
善
に
関
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て

生
け
垣
推
進
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
新
た
に
生
け
垣
を
つ
く
る
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
生
け
垣
推
進
補

助
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
樹
木
や
支
柱
の
購
入
費
、
生
け
垣
設
置
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

取
り
壊
し
費
用
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
生
け
垣
】

　

・
住
宅
用
地
の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
設
置
す
る
も
の

　

・
生
け
垣
の
延
長
が
1
ｍ
以
上

　

・
樹
木
の
間
隔
は
１
ｍ
ご
と
に
３
本
以
上
で
、
樹
高
が
1.2
ｍ
以
上
、
枝
幅
が
0.3
ｍ
以
上

補
助
対
象
工
事

補

助

金

額

【
撤
去
】

　

公
道
に
面
す
る
建
築
基
準
法
に
適
さ
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で

　

あ
っ
て
、
高
さ
が
１
２
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ブ
ロ
ッ
ク

　

塀
等
の
全
部
、
又
は
改
善
の
た
め
一
部
を
取
り
除
く
工
事

【
改
修
】

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
後
に
安

　

全
な
フ
ェ
ン
ス
、
板
塀
等
を
設

　

置
す
る
工
事

【
改
善
】

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
調
査（
診
断
）

　

に
よ
り
改
善
が
必
要
と
さ
れ
、

　

控
え
壁
等
の
補
強
を
行
う
工
事

申
し
込
み
方
法　
　

　
事
前
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
工
事
着
手
前
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
明
記
し
、
提
出
書
類
を
添
え
て
都
市
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
※
詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

区分 補助対象経費 補助単価限度額

撤去 撤去工事及び処分に要する経費 撤去を行うブロック塀等の延長１メート
ルにつき、15,000 円を乗じて得た額

改修
改修工事に要する経費
（ブロック塀等の撤去を行い、フェンス
等を設置する場合は、それぞれの経費
を合算）

改修工事を行うブロック塀等の延長１メー
トルにつき、15,000 円を乗じて得た額

改善 控え壁等の工事に要する経費 改善工事を行うブロック塀等の延長１
メートルにつき、8,100 円を乗じて得た額

※補助対象経費と補助単価限度額のいずれか少ない額の 3分の 2以内の額となります。
　補助金の総額は 30万円が上限とし、1,000 円未満の端数は切り捨てとなります。

※実際の経費から算出した１メートル（１平方メートル）当たりの金額
　が補助単価の上限に満たない場合は、算出した単価を基に補助額を決
　定します。

【
推
せ
ん
樹
種
】

　
●
ツ
ゲ　
●
ヒ
バ　

な
ど

申
し
込
み
方
法

　
工
事
着
手
前
に
、申
請
書（
都
市
整
備
課
窓
口
に
て
配
付
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、提
出
書
類
を
添
え
て
都
市
整
備
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
別
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
及
び
改
善
に
関
す
る
補
助
金
制
度
も
あ
り

　
※
詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係　
　
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

補助単価の上限 補助率

樹木の購入経費 9,000円
（１メートルあたり） ２/３

支柱の購入経費 2,250円
（１メートルあたり） ２/３

樹木の移植経費 3,000円
（１メートルあたり） 全額

生け垣の盛土を
ブロックやレンガで
囲む費用

ブロックで囲む場合
14,000円
（１メートルあたり） ２/３レンガで囲む場合
24,000円
（１メートルあたり）

生け垣設置のための
ブロック堀等の取り
壊し経費

9,000円
（１平方メートルあたり） ２/３

【
補
助
さ
れ
る
費
用
】

【参考図】

延長1m以上
1mごとに3本以上
植えてあること

0.5mくらい

高さ
1.2m以上

町
で
は
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
開
発
行
為
等
に
関
し
て
、「
昭
和
町

開
発
行
為
等
の
許
可
基
準
に
関
す
る
条
例
」
を
平
成
30
年
７
月
か
ら
施
行
し
、

一
定
の
要
件
の
も
と
開
発
行
為
等
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
運
用
基
準

を
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
小
規
模
な
宅
地
分
譲
等
が
増
え
る
中
で
、
適
正
な
土
地
利
用
の
規
制

と
誘
導
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
令
和
４
年
４
月
よ
り
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
開
発
行
為
等
の
運

用
基
準
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る

開
発
行
為
等
の
運
用
基
準
の
見
直
し

主
な
見
直
し
内
容

・
宅
地
分
譲
等
に
お
け
る
画
地
計
画
に
つ
い
て
、
旗
竿
形
状
地
を
原
則
と
し
て

禁
止
。

※
旗
竿
形
状
地
と
は
…
路
地
の
よ
う
な
土
地
（
竿
部
分
）
を
抜
け
た
先
に
広
い

大
き
な
土
地
（
旗
部
分
）
が
あ
る
土
地
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
、
次
の
条

件
を
全
て
満
た
さ
な
い
と
な
ら
な
い
。

①
路
地
状
部
分
の
幅
員
は
４
．
０
ｍ
以
上
と

す
る
こ
と
。

②
路
地
状
部
分
の
形
状
は
通
路
で
は
な
く
、

敷
地
の
一
部
と
し
、
２
以
上
の
敷
地
の
共

通
部
分
と
し
て
重
複
さ
せ
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

※
詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課

　

都
市
整
備
係
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

既設道路（建築基準法上の道路） 

 敷地 

 

路地状

部分 

(４ｍ 

以上) 

 

路地状

部分 

(４ｍ 

以上) 

敷地  

 
敷地 

（旗竿形状地） 

敷地 

（旗竿形状地） 
 

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
老
朽
化

し
て
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
な
ど
危
険
な
空
家
の
除
却
（
解

体
）
工
事
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
家
を
除
却
す
る

た
め
の
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

主
な
見
直
し
内
容

対
象
と
な
る
住
宅

・
個
人
が
所
有
す
る
町
内
の
住
宅
【
店
舗
併
用
住
宅

（
１
／
２
以
上
が
住
宅
の
用
途
）
を
含
む
】

・
住
宅
の
不
良
判
定
の
評
点
が
１
０
０
点
以
上
で
あ
る
も
の

・
特
定
空
家
等
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の 

な
ど

対
象
者

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
又
は
納
税
義
務
者

対
象
工
事

・
対
象
と
な
る
住
宅
の
除
却
に
関
す
る
工
事

補
助
金
額

・
対
象
と
な
る
工
事
に
要
す
る
経
費
の
１
／
２
の
額

・
補
助
限
度
額　

50
万
円

※
補
助
制
度
の
ご
活
用
を
お
考
え
の
方
は
、
事
前
相
談
で

補
助
の
対
象
と
な
る
空
家
に
該
当
す
る
か
、
判
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
都
市
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

昭
和
町
空
家
等
除
却
費
補
助
金

近
年
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対
応
し
た

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
市
街
化

調
整
区
域
の
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
許

可
の
厳
格
化
を
内
容
と
す
る
都
市
計
画
法
の
改
正
が
行

わ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
う

開
発
許
可
制
度
の
見
直
し

主
な
見
直
し
内
容

○
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
お
け
る
開
発
行
為
等
の
規
制

　

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
と
は
災
害
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

及
び
災
害
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
る
区
域
で
す
。

災
害
レ
ッ
ド
ー
ゾ
ー
ン

　
「
災
害
危
険
区
域
」「
地
す
べ
り
防
止
区
域
」

　
「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

災
害
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

　
「
浸
水
想
定
区
域
（
想
定
浸
水
深
３
．
０
ｍ
以
上
）」

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

　

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
、
都
市
計
画
法
第
34

条
第
11
号
及
び
第
12
号
に
基
づ
く
条
例
で
指
定
す
る
区

域
に
は
、
原
則
と
し
て
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
は
含
め

て
は
な
ら
な
い
。

※
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
内
の
市
街
化
調
整
区
域
内
に
は

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
役
場
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課　
都
市
整
備
係
（
☎
2
7
5
‐
8
4
1
3
）

【イメージ図】
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